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研究成果の概要（和文）：本研究では、2000年代以降、台湾のなかから、「産業プラットフォーム」型コア部品
のベンダーが出現しつつあることに注目し、これらの企業の成長メカニズムと企業レベルの学習メカニズムを分
析した。具体的には、台湾の液晶テレビ用SoCベンダーの事例分析を行い、これらの企業が、企業間関係の中で
生じる情報の流れの取り込み－知識の蓄積－顧客の拡大というステップを経て漸進的な成長を遂げたプロセス、
およびこの背後で起きた企業レベルの学習過程を明らかにした。また、台湾のSoCベンダーの戦略形成や能力構
築に果たしたシリコンバレーの台湾人ハイテク起業家コミュニティの役割についても分析を行った。

研究成果の概要（英文）： “Industry platforms” are products, services, or technologies that serve 
as foundations upon which other firms can build complementary products, services, or technologies 
(Gawer 2009). Since the early 2000s, Taiwan has witnessed the emergence of local core component 
vendors that act as industry plat-form providers. This research project investigated the firm-level 
learning mechanism that made the emergence of these late-comer platform vendors possible. First, I 
explored the process of the rise of Taiwanese IC fabelss vendors into dominant suppliers of LCD TV 
SoCs, with a special focus on the mechanism of their knowledge acquisition. Second, I conducted 
intensive interviews to trace the co-evolution of business models of IC chip vendors located in 
Taiwan and Silicon Valley. Some of the research results are published as book chapters, and some are
 planned to be published as journal articleｓ and book chapter in FY 2018-19.

研究分野： 地域研究、アジア経済論

キーワード： 後発工業国　産業プラットフォーム　台湾企業

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
「産業プラットフォーム」とは、「多くの企業が

それをもとに補完的な製品、技術、サービスを

開発する基礎となるような製品、技術、サービ

ス」（Gawer[2009] ）のことであり、それを提供

する企業は、産業のイノベーションの方向性

や速度、付加価値の企業間配分を規定する。

エレクトロニクス産業では、製品の中核機能を

カプセル化した基幹部品や基幹技術が、産

業プラットフォームとしての役割を果たしてい

る。 

従来、エレクトロニクス産業におけるプラット

フォームベンダーの大部分は、米国、欧州、

日本のハイテク企業であったが、2000 年代半

ば以降、東アジアの後発工業国のなかからプ

ラットフォームの提供者が出現しつつある。そ

の代表格が、本研究で着目した台湾の半導

体ファブレス企業である。本研究では、「後発

工業国企業による産業プラットフォームの構

築」というこの新たな現象にいまだ十分に光が

当てられていないことに鑑み、後発工業国で

ある台湾の企業が、「キャッチアップの達成と

プラットフォーム構築の同時的達成」という困

難な課題を実現したメカニズムを分析すること

をめざして構想された。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、台湾の

SoC(system-on-chip)ベンダーの事例分析を

通じて、以下の 2 つの課題を明らかにすること

であった。第 1 に、長年にわたり、先進国企業

が提供する産業プラットフォームを所与とし、

その補完財を生産することを通じて成長を遂

げてきた東アジアのエレクトロニクス産業のな

かから、プラットフォームの提供主体が出現す

るにいたったプロセスと背景を明らかにし、東

アジアの産業・企業の発展の新局面に対する

新たな視点と実証的事実の提示を行うこと。

第 2 に、後発工業国発のプラットフォーム企業

の興隆メカニズムを明らかにすることを通じて、

これまで先進国企業の事例に基づいて蓄積

されてきた産業プラットフォーム論をめぐる研

究に新たな視点を導入すること。 

 

３．研究の方法 

本研究では、以下の 2 つのリサーチクエス

チョンを設定し、台湾の SoC ベンダーの事例

研究を通じてこれを解明するという方法をとっ

た。 

【設問 1】台湾のプラットフォーム提供企業は、

いかにして技術・知識面でのキャッチアップと

プラットフォームの構築を同時並行的に、ある

いは短期間のうちに相次いで成し遂げたの

か。 

【設問 2】その過程で、これらの企業はいかに

して製品側の知識（システム知識）を自社が提

供する基幹部品の側に取り込んだのか。 

また、実際に研究を進めるなかで、台湾

の SoC ベンダーの事業モデルが、シリコン

バレーの同業者から強い影響を受けている

ことが明らかになったことから、台湾とシ

リコンバレーの半導体設計産業コミュニテ

ィの相互作用、事業モデルや能力構築の過

程での影響関係についての分析も進めた。

研究の主な手法としては、企業へのインタ

ビュー調査、産業企業関連資料、データの

分析を組み合わせた。 

 

４．研究成果 

本研究では、台湾のデジタルテレビ用

SoC ベンダーが「産業プラットフォーム」

型コア部品の供給主体として急速な成長を

遂げた過程に関する詳細な事例研究を行い、

台湾企業が「顧客の直面する問題を解決す

る過程で顧客の持つ製品知識を吸収する→

問題解決を通じて新たな顧客を獲得する→

その顧客からさらなる製品知識を獲得す

る」というループの繰り返しを通じて、製

品知識の獲得と市場の上方移動を漸進的に

実現してきた過程を明らかにした。また、



その成長プロセスには、後発工業国的な特

徴――すなわち、自らを取り巻く企業間関

係のなかで生じる情報の流れを貪欲に取り

込み、自社の知識に転化し、これを顧客の

ために活用することで段階的に成長を実現

していくという、漸進的で実際的な性格が

みてとれることを明らかにした。「産業プラ

ットフォーム」型部品の領域においても、

台湾企業の成長メカニズムには、機会の利

用と顧客からの学習を中核とするキャッチ

アップ型の特性がみてとれる、という本研

究のファインディングについては、今後、

さらなる事例分析を通じた検討を行いたい。

また、シリコンバレーと台湾のハイテクコ

ミュニティ間リンケージに関する分析から

は、1970-90 年代に書けて台湾から米国に

留学し、シリコンバレーで就業・創業した

ハイテク人材が、両地のあいだのインタラ

クションを媒介し、台湾の SoC ベンダーの

戦略形成や能力構築に与えた影響を具体的

に明らかにすることができた。 
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